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支配株主等に関する事項について 

 

当社の親会社であるＳＢＩホールディングス株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりと

なりますので、お知らせいたします。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 

（2021年３月 31日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券が上場されて

いる金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

ＳＢＩホールディングス

株式会社 
親会社 68.94 - 68.94 

株式会社東京証券取引所 

市場第一部 

 

２．親会社等の企業グループにおける当社の位置付けその他の当社と親会社等との関係 

（１）親会社等の企業グループにおける当社の位置付け等 

ＳＢＩホールディングス株式会社は、当社の議決権の68.94％を所有する親会社であります。ＳＢＩ

ホールディングス株式会社および同社の子会社（以下、「ＳＢＩグループ」）は、金融サービス事業、

アセットマネジメント事業、バイオ・ヘルスケア＆メディカルインフォマティクス事業を主要事業と

位置づけ、事業を展開しています。当社は、ＳＢＩグループの中で、金融サービス事業における保険

事業を統括する保険持株会社として位置付けられております。 

 

（２）親会社等やそのグループ企業との取引関係や人的関係 

（取引関係） 

当社グループ各社とＳＢＩグループ各社は、第三者である他社と同等の条件により、コールセン

ターの運営に関する業務委託費の支払いや、クレジットカードの決済関連費用の支払いなどの営業 

取引を行っております。 

（人的関係） 

当社グループは、ＳＢＩグループからコールセンター業務に従事する従業員などの出向者を受け 

入れております。 

また、当社役員のＳＢＩグループ会社での役員の兼務は以下のとおりです。 

（2021年６月 22日現在） 

当社における役職 氏 名 ＳＢＩグループにおける兼職 就任理由 

取締役 朝倉 智也 
モーニングスター株式会社 

代表取締役執行役員社長 他 

グループ経営全般に関する豊富な経

験や経営の監督を適切に遂行できる

知見と判断力を有するため 

社外監査役 大鶴 基成 
モーニングスター株式会社 

社外取締役 

法律の専門家としての豊富な経験に

基づく経営の監査機能充実のための

知見と判断力を有するため 
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（３）親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約等 

ＳＢＩグループ内には、当社グループ各社と同様の保険事業を行う会社はなく、事業領域の重複も

ないことから、ＳＢＩグループに属することによる事業上の制約はありません。 

当社グループは、インターネットリテラシーの高い顧客層で構成されているＳＢＩグループの顧客

基盤や、全国の地域金融機関とのリレーション、ＳＢＩグループの投資先である先進技術を保有する

ベンチャー企業など、ＳＢＩグループが有する事業ネットワークに即時にアクセスできる優位性を 

活用することで、高い効率性をもって当社グループの顧客基盤を拡充しております。 

 

（４）親会社等からの一定の独立性の確保について 

当社グループは、ＳＢＩグループの保険事業を担うという位置付けが明確になっていること、金融

庁の監督下にある認可事業として保険業法に基づき事業を行っていること等から、経営・事業活動に

おいてＳＢＩグループから一定の独立性が確保されていると認識しております。 

また、当社役員のＳＢＩグループ会社での役員の兼務については、いずれも親会社であるＳＢＩ

ホールディングス株式会社との兼務でないことに加え、当社役員への就任は、当社の要請に基づく 

ものであること等から、当社グループは独自の経営判断を行える状況にあると考えております。 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

記載すべき重要な取引はありません。 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社グループは、ＳＢＩグループとの間で行う取引において、一般の取引条件と同様の適切な条件と 

することを基本方針としております。ＳＢＩグループとの取引が見込まれる際には、事前に取締役会等に 

おいて当該取引の必要性及び当該取引の条件が第三者との通常の取引の条件と著しく相違しないことを十分

に審議した上で意思決定をすることにより、支配株主を除く株主の利益の保護に努めております。 

以 上 

 


